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次回の例会は、 

  小倉城庭園      

館長  中川 康文氏 

 

 

       

 

 

 

 

例会日   月曜日 12:30～１３：３０ 

例会場   リーガロイヤルホテル小倉 

事務所   小倉北区堺町1-2-16-3F 

ＴＥＬ    ０９３－５３１－４０１５ 

ＦＡＸ    ０９３－５３１－１０２２ 
   

 会長の時間（１月１９日  １４００回 例会記録）    松田会長       
 

出席報告  １月１９日 

 

 

在籍会員数 ４３名 

義務出席者 ４１名 

ゲスト     ２名 

ビジター          ０名 

本日出席数   ３４名 

本日出席率  82.92% 

前々回修正出席率  88.37％ 

 

２０２５～２０２６年度 

小倉中央ロータリークラブ週報 

第１４０１回  例会                 １月２４日(土) 

本日の例会    国際ロータリー第２７００地区 

第２グループ  インターシティミーティング 

                            於：プレミアホテル門司港 

 

 

 
 みなさま こんにちは 

17回目、1月中旬ではございますが、月最初の会長の時間です。 

今日もよろしくお願いいたします。 

 

1月は特別月間として R I が『職業奉仕月間』と定めています。 

『ロータリーの樹』はロータリーの職業奉仕を理解する最も良い資料と言われていま

す。 

１９０５年、ポール・ハリスら４名によって創設された最初のロータリークラブは、

最初は親睦、助け合いから始まりました。つまり、根っこは「クラブ奉仕」です。ロータリ

ークラブ会員は、クラブという共通の場で相手のことに思いをはせ、相手を助けるとい

う「奉仕の理想」を学び、その真意は「共存共栄」であることがわかります。 

ロータリークラブ会員は、ロータリアンの行動規範である「４つのテスト」による奉仕活

動の実際を体得することによってロータリアンに進化していきます。 

 

ロータリーにおいての職業奉仕は、奉仕の理想を実現していく中で、職業を通じて

世のため人のために尽くすということに他なりません。 

近江商人の「三方よし」のように職業倫理を持って自らの職業を行うということだと

も言えます。またそれに加えて「人づくり」とそれを通じた社会への奉仕の実践も求め

られています。私たちは「自らを成長させながら奉仕を続ける」ことを心に強く刻まなけ

ればならないと思っています。 

 

職業を通じて社会に奉仕するという真っ直ぐな心を持った一年にするとこの原稿を

作りながら決意した次第であります。 

 

どうか会員みなさまにおかれましても幸多い一年になられますよう心から祈念致し

ております。 

 

今日は以上です。お聞きくださりありがとうございました。 

                            

 

 

 

 

 

  

１月のお誕生日

      

４日  豊川 裕子会員 

      ９日   林田 直子会員 

    １４日   狩野 博司会員 

  
 

      今月の主な予定

１７日(土)  地区補助金セミナー 

１９日(月)  定例理事会 

２４日(土)  第２グループ IM 

２５日(日)  RLI研修 

 

 

           

四つのテスト  ～ 言行はこれに照らしてから ～ 

    １．真実かどうか    ２．みんなに公平か    ３．好意と友情を深めるか    ４．みんなのためになるかどうか 

よいことの 

ために 

手を取り合おう 
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・今週末の２４日(土)は、IM（インターシティミーティング）です。 

 14:00～プレミアホテル門司港です。ご出席をお願いします。 

・定例理事会報告 

１．下半期の予定 

       ・ＩＭ・・・１月２４日(土)  

       ・オープン例会・・・２月９日(月)  

           ・地区大会・・・３月 7～8日  

         ・職場例会・・・４月６日(月)  

     ・観桜会・・・ ４月 13日(月) 

     ・家庭集会（２回目）の実施・・・５月上旬を予定 

 

２．次年度地区委員に関する件 

        地区インターアクト委員会  副委員長 狩野博司会員 

              〃          委員     網田珠美会員 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

スケートボードやＢＭＸ、ブレイキン等に代表されるアーバンスポ

ーツは、若者文化の象徴として近年大きな注目を集めており、特に

東京オリンピック以降、 その存在感は急速に高まっています。 

また、アーバンスポーツは若者の表現・交流の場であると同時に、

まちのにぎわいや観光資源の創出につながり、都市の魅力向上にも

貢献するものであります。 

北九州市は、大規模国際スポーツ大会等の開催実績があり、

北九州市に優位性のあるブ レイキンやパルクール等のアーバンスポ

ーツなどを戦略的に振興すること で、北九州市の認知度やブランド

力の向上、若者にとって魅力のあるまちづ くりの推進につなげます。 

 

 

 松田・溝尻・田村会員―北九州市スポーツ振興課 課長 大下 

義邦様、本日の卓話、よろしくお願いします。 

短い時間ですがゆっくりと楽しんでください。 

 野口会員―大下様 本日はご多忙の中、快く卓話をお引き受け 

いただきましてありがとうございました。宜しくお願い致 

します。 

 河野会員―今週の日曜日２５日から３回にわたって RLI の研 

修が始まります。細川さん、鍋島さん、お目にかかれ 

ることを楽しみにしています。 

 池浦会員―先週は、弊社の新年会で河野会員のカラオケカーニ 

バルを使わせていただきました。大変有難うございま 

した。おかげで歌いすぎて「声ガレ」しました！ 

 田村会員―1/5の新年夜間例会は欠席してしまい申し訳なく思 

っています。網田さん、司会ありがとうございました。 

 友田会員―新年夜間例会は、欠席してスミマセンでした。おかげ 

さまで家族も無事に復活して元気になりました。 

池浦副委員長、親睦委員会の皆様方、当日は 

色々と段取りして頂き、有難うございました。 

 林田会員―酒造の蔵開き祭りは３月１日です。 

         皆様に来ていただきたい“遊友会”は、３月２０日 

の予定です。今度は餅つきをするようで、音楽はあり 

ません。 

 

合計  １２，０００円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          祝お誕生日祝いー林田法恵会員 

 

 

 

幹事報告                        溝尻幹事 

 

ニコニコ献金報告                         

                  累計  ３２５，５００円 

卓話の時間                            

「アーバンスポーツ聖地化に向けた取り組みについて」 

北九州市スポーツ振興課 

               課長   大下 義邦 氏 


